質問：BPHからうっ滞による腎盂腎炎ではないでしょうか？

問題番号：B-54
64歳の男性。発熱と排尿困難とを主訴に来院した。

現病歴　：　2年前から夜間頻尿と尿線狭小とを自覚していたが、生活に 支障がないため放置していた。5日前から風邪をひいていた。2日前から 頻尿、排尿痛および排尿困難を認めた。昨晩から悪寒がある。

既往歴　：　特記すべきことはない。

現　症　：　意識は清明。身長160cm、体重62kg。体温38.9℃。脈拍104/ 分、整。血圧 148/88mmHg。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平 坦、軟で、肝・脾を触知しない。下肢に浮腫を認めない。腹部超音波写 真（別冊No.4）を別に示す。

症状でみられるのはどれか。 診察でみられるのはどれか。

a 反跳痛

b 筋性防御

c 前立腺圧痛

d 精巣上体圧痛

e 肋骨脊柱角叩打痛

疾患名：前立腺炎
診療科：泌尿器
解答：C
【主訴・問題点】
発熱・排尿困難

【鑑別診断】
腎盂腎炎

前立腺炎
【身体所見・検査所見】
身長160cm　体重62kg　体温３８．９℃　脈拍１０４回/分整　血圧148/88mmHg

2年前から夜間頻尿と尿線狭小、5日前より風邪をひき2日前から頻尿、排尿痛及び排尿困難。昨晩より悪寒

【診断・結論】
問題文にある現病歴や既往歴からは現症を断定することはできないが、主訴が発熱・排尿困難であることから前立腺炎と考えた。腎盂腎炎の場合は側背部痛や発熱などを主訴として訴えるため否定した。また、積極的に腎盂腎炎を疑う所見が不足していた。

　腎盂腎炎において必須と思われる側背部痛が問53で消去されることもあり腎盂腎炎を否定した。
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